



























































図2強 度な温度環境ス トレス(高温←→低温反復刺激など)を 与えた時の生体反応は被験者(ヒ ト)では観察で きない
ため、動物モデルをラット、ウサギにて確立 し、強度温度環境ス トレスを与 えた時の白血球、 リンパ球、血小板数な
どの血液成分の変化、ス トレス ・ホルモンの分泌、内毒素投与による感染時発熱による抗原一抗体反応の変化 といっ
た生体内反応への影響 についてのメカニズムを生体試料の分析によ り明 らかにする。
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基 盤 研 究5






















基 盤 研 究6
農林業被害地におけるニホンザルの食性 と生息環境利用に関する研究(本 文40ペ ージから)
大和村田野地区のクリ園に出没 したニホンザルの群
写真1 写真2





































































は じ め に
山梨県環境科学研究所は、健康で安全、快適なII.1梨の実現のため、「自然と人との共生」をメインテーマとして、研究,
教育,情 報,交 流の各分野を通 じて活動を続けてきている。
環境科学は、新しい、諸科学の融合 した統合科学の典型的な研究分野の ・つとして位置づけられてお り、現代科学の先
端的予法を踏まえて、環境科学 を統合的に進展 させることが期待 されている。
環境科学研究所では、この期待に沿 うべく設立以来努力を重ね、現在では、小 さいけれ ど、興味深いユニークな成果を
あげているとの評価を受けることが出来るようになった。
平成14年8月に行われた外部評価委員会でも、次のような評価 を受けることが出来た。
「環境に対す る関心の非常に高い今、本研究所に対する県民の期待は極めて大 きい。研究員諸氏には、この期待に沿 う
べく精力的に研究 を進めているとい う心意気が感 じられる。取 り上げられた研究テーマは何れも県民の生活と結びついた
適切なものと評価 された。研究成果については、ほとんどの研究について優れているという評価がな された。達成度の若









○内山高,輿 水達司(基 盤研究B2)平成13年度,14年度,15年度;山 中湖湖底堆積物による富:ヒ山の火山活動史の解明
○小笠原輝(奨 励研究A)平成13年度,14年度:GISを用いた地域住民の生活と自然環境の変化との関連性の解析
○大塚俊之,宮 崎忠国,杉 田幹夫,池 口仁(基 盤研究C2)平 成14年度,15年度:メ ソスケールでの森林生態系CO8シンク
能の推定方法の開発
















しかし、最初に記 したように、研究所は、研究とともに、教育,情 報,交 流の各分野でもそれぞれ活躍 している。設立























































































































































































































































































































































今日の環境問題 を解決 し、快適な生活を送 るためには、
こうした自然の恵み を十分に受けることがで きる地域づ
くりを進めるとともに、私たち自身、環境 に負荷をかけ
ない生活 を心がけ、自然 と人の生活とが調和 した県.ヒを
築いていくことが不可欠である。




















































































































































機関 とも連携 しながら3-5年 程度の期間を定めて行 う
研究。
県内の農林業に対 して大 きな影響 を与えつつある野生動



























物質循環 システムの中で行われて きた ものである。この
システムに規制 され、 ヒトを含む生物が育 まれてきた。
いいかえれば、その時その時の地球表層部の岩石 ・地層等
の状況が水 を媒体に して生物類に影響 を与 えて きた、と
い うこ とである。この物質循環システムを過去から現在
までについて明 らかにし、その上で将来の 自然環境変動
を予測 しようとい う研究 を進めている。
植物生態学研究室
本県の森林、草原、湖沼などの自然生態系における植













する研究」 を中心に据 え、その他ひとつのプロジェク ト
研究 「急激 な気温変化が人の健康に及ぼす影響に関す る
研究」 に関する研究、および将来プロジェク ト研究 に発
展させることを目指 した基盤研究を行っている。 さらに、
特定研究 「高原地域の環境が人の心 と体に与 える効果に
関す る研究」を行っている。さらに、今年度 からは、特








究に取 り組んでいる。プロジェク ト研究の課題は 「急激
な気温変化が人の健康に及ぼす影響に関す る研究」のサ
ブテーマの一つ 「動物モデルによる気温変化と健康に関













性の違いを考慮 に入れたフ ィール ド調査 を実施すること





本県の自然環境 を人工衛星 リモー トセンシング技術を
用いてモニ タリングする手法の開発、特 に、植生指数や
i二地被覆分類手法の開発を行う。 また、過去に取得 され
た衛星デー タと現 在のデータを比較する手法の開発 を行





























:輿水達司 ・内山 高 ・高山美和
=中野隆志 ・大塚俊之 ・安部良子 ・
渡辺美紀
=北原正彦 ・L田弘則 ・姜 兆文 ・
小川景子
=宮崎忠国 ・杉田幹夫 ・佐藤美紀
:池口 仁 ・後藤厳寛 ・遠山文子
:可知直毅
学:堀 良道 ・山村靖夫 ・田中厚志
学=丸 田恵美子
町:白 石浩隆








とす る建築計画、 インフラス トラクチュアの課題を対象







本研究室 においてはGIS(地理情報システム)を 核 と









私たちに課せ られた使命である。山梨県で も、静岡 県と
共同で富.七山憲章 を制定 し、富士山総合保全対策 も推進
され、富1.:山の保全に対する機運が高 まっている。


















































































現 した位置、種類、大 きさについて測定する。 また、植
物体内に蓄積 された窒素量や炭素量の推定を行 う。同 じ
測定 を年を経て行 うことで成長量 を推定する。 さらに、
植物体から土壌への脱落量を測定する。動物については、
対象とす る種の体のサイズをもとに共通調査地 を包含す







然生態系の一つ として青木 ヶ原溶岩流上の ヒノキ ・ツガ














生態系の分布と広が り、過去からの変遷 を明 らかにする。
本年度は、 リモー トセンシングによる自然生態系の分



























えば山梨県の富士北麓地域)を 抽出 した場合、 自然の陸
上生態系(人 為的な改変は別に考える)に おける空間的























湖 の湖 畔 の青 木 ヶ原 溶岩で あ り、水位変動 の ため に一一次
遷 移初 期 の段 階で停 滞 してい る もの と考 えられ、露 出 し
た溶 岩 上 に ス スキ な どの 草本植 物 がわず かに 見 られ る。
本サ イ トについて は来年度 以降 に方形 区の設 置や植 生調
査 を開始 す る予定 で ある。Hの 剣 丸尾 ア カマ ツ林 サ イ ト
は タワー フラ ックス観測 サ イ トであ り1999年よりすで に
樹 木成長 や リター トラップなどの炭素収 支 につ いての詳
しい調査が行 われ てい る(基 盤研究 、37ペー ジ参照)。
本 年度 は プ ロジェ ク ト研 究 の初年度 で あるの で、 まず
皿とIVのサ イ トにお いてはそれ ぞれ50m×50m(0.25ha)
の 永久方 形区 を設置 して植生 調査 を行 うと ともに、 リタ
ー トラ ップ(1㎡X10)を それ ぞれのサ イ トに設置 して枯
死 ・脱 落量 の測定 を開始 した。 これ らの結 果 、各サ イ ト









来年 度 以降1サ イ トを含 めて、植物 の生産 量 な どの 詳
細 な炭 素収 支 デー タの集 積 を行 い、一次 遷移 に伴 う一般
的 な炭 素収 支パ ター ンの変化 につい て明確 に してい きた
い 。
(文責 大塚俊之)
(2)リモ ー トセ ンシングによる森林の3次 元構 造の 解明
に関す る研究
本 サ ブテ ーマでは 、人工衛星 デ ー タを用 い た森林 の3
次 元 構造 の解析 を行い 、全 県の森林バ イオマ スの算 出 を
行 う。得 られ た森林 バ イオマスデ ー タを基 に 、県 全域 の
森林 に よ る二酸 化炭 素の吸収 量 と排 出量 を推定 す る と共
に将 来予測 を明 らかに し、地 球温暖 化の ための 森林 の寄
与 に関す る基礎 的 デー タの提 供 を行 うこ とを 目的 として
い る。
森 林 地 上部 のバ イオマスは、炭素 固定量 を知 る上で重
要 なパ ラメー タで ある。 リモ ー トセ ンシ ングに よ るバ イ
オマ スの 推 定 は、森林 によ る可視域 と近赤 外域 の 反射特
性の 比率 や植生 指数 など を求め 、バ イオマ ス を間接的 に
推定 す る方 法 が考 えられ る。 この アプ ロー チで は比率 な
どをバ イオマ スへ 変換 す るため の変換式 、 も しくは係 数
を樹種 や 森 林 タイプ ごとに決定 す るこ とが重 要 で あ る。
また 、森林バ イオマ ス算出方法 と して、対象 範 囲 におい
て森 林 タ イプご とに測 定 され た森林面 積 当た りのバ イオ
マ スに 、衛星 デー タを用い た森 林 タ イプ分類 結 果 か ら得
られ る面 積 を乗 じて 、合算す る方法 が考 え られ る。 以上
の よ うに 、 リモー トセ ンシ ングに よ り、森林 の バ イオマ
ス.を評 価す る上で 、対 象範囲 の樹種 分類 、森林 タイプの
20
分類 が必須 となる。 このため 、本年度 は 、富 士北 麓 を対
象 に、衛星 デ ー タか ら樹 種分類 図、 森林 タ イプご との 分
布図 を作成 す る ことに着手 した。作成 され る森林 の 分.布
図 を基 に、二酸 化炭素収 支算 出の ために地 上で の生態 学
的調 査 が必 要 な森林 タイプの特 定 お よび調 査値選 定 を支
援 で きると期待 され る。
森林の 分類 では 、森林 を平面 と して と らえるため 、樹
高 の高 低 に よ る違 い がバ イオ マ ス推定 に反映 され な い。
このた め樹 高の 高低 分布 を考慮 して森林 の3次 元構 造 を
把握 してバ イオマ ス量 を推 定す る ことを検討 した。 この
た め 、 マ イ クロ波 デ ー タ専 用 の解 析 シス テ ム と して 、
Atlan廿sScienti血c社の高精度SARプロセ ッサ 、EarthView
AdvancedPrecisionProcessor(E平APP)および イ ンタ
ー フェロメ トリプロセ ッサEarthViewInSAR(EV-IbSAR)
の 各 ソ フ トウ ェ ア を導 入 した。 衛 星 デ ー タ と して は
RADARSAT衛星 デー タを2シ ー ン(2002年10月18日観測 、
同11月11日観 測)購 入 し、予備解析 を行 った。




地 球 科学 研 究室:輿 水達司 ・内山 高
環境計画学研究室:宮 崎忠国 ・杉田幹夫
県衛生公害研究所:吉 澤一家


















により、時間 ・空間的な変遷 を明 らかにする。 さらに、
富 』:山の火山活動の前兆現象の把握 を目指 し、低周波地
震計 ・水位計 ・水温計の整備を行い連続観測を行う。
(2)寓士山の地形の微小変動に関する研究























































活用 されるように努めてい く。なお、上記のパイロッ ト
ボーリング孔については、来年度実施予定の水位 ・水温
計が設置 される。(文 責 輿水達司)
(2>富士山の地形の微少変動に関する研究
平成13年度 は、SAR衛星 デー タ解析 ソフ トの整備 、
SARデー タの収集、および予備解析を行った。
SAR(Synthe廿cApertureRadar)とは合成開ロ レーダ
の ことで、人工衛星等に搭載 されたセンサ(観 測装置)
の ものからマイクロ波パルスを照射 し、地表での反射強






伴 う地殼変動や災害状況等の把握において 、最 も期待さ
れているセンサである。
SARデー タから地形についての情報 を得る技術 である
干渉SARは、同じ地域を違 う時期に観測 した2つ のSAR
データを使い、地形の起伏や地表の微小変動を詳 しく調
べる技術である。SARデー タは各画素の振幅だけでなく、
その位相 も保存 しているため、それ らを用いて干渉処理
を行い、各画素の位相差を算出することで変動 を検出す
る。SARで同 じ地域を同 じ位置か ら期間をおいて2回 観
測 した場合、その期間に地表が変動 していれば1回 目と
2回 目の観測で レーダーと地表 との距離が変化 し、反射
したマイクロ波の位相もレーダーと地表 との距離変化に





SARプロ セ ッ サ 、EarthViewAdvancedPrecision
Processor(EVAPP)、およびインターフェロメ トリプロ
セッサEarthViewInSAR(E肱InSAR)の各ソフ トウェア
を導入 した。 これ らの解析 ソフ トは、代表的なSARセン
サ搭載衛星である ヨーロッパ リモー トセ ンシ ング衛星









SARデー タを入力 して、インターフェロメ トリ処理を行
















たSAR強度画像 を示 した。 この図か ら富士山を中心 に、
富士五湖、甲府盆地、駿河湾を容易に判読できる。
また、同一範囲 を観測 した2つ のSAR画像それぞれの






は、位相差がランダムに変化 し、良好な干渉縞 が得 られ





画像の作成 を行った。このとき、各SAR画像か ら富 士山
を中心とした長方形領域を切 り出 し、解析対象範囲とし































































環境生化学研究室 長谷川達也 ・小林仁美 ・瀬子義幸
環境計画学研究室 宮崎忠国 ・杉田幹夫 ・佐藤美紀




本プロジェク ト研究は、人の生活 と健康に欠 くことの
できない 「水」 を研究対象とし、県内の白然水の地域特


























は約0.1mg/Lのバナ ジウムが含 まれていることが報告 さ
れている。我 々も'F成9年度か ら平成12年度に行ったプ
ロジェク ト研究によってこれ らのことを硅認 している。
・方.高濃度のバナジウム(100mg/L以上)を 糖尿病動
物に飲 ませ ると血糖値が ドがることが知られている。そ
こで、我々はメタバナジン酸アンモニウムを精製水に溶
か して0.1mg/Lのバナジウム溶液(富 士山地 下水バナジ
ウム濃度 レベル)を 調製 し、糖尿病動物 に長期間飲 ませ
23
た。 しか し、0.1mg/Lのバナジウム溶液には血糖値 を下
げる薬理作用は認め られ なかった。昨年度は、富1二山地










水の対照と して、バ ナジウムや他の ミネラル成 分を取 り
除 いた精製水を与え同様に飼育 した。飼育は明暗サイク


























体重 も増 加 した。そして、飲料水の違いによる差は認め






照の動物 は5週 齢 目から10週齢 目まで血糖値が上昇 し、
10週齢以降 も500mg/dLの高血糖値 を維持 した。富士山





































障害の発現 は認められなかった。 しか し、5倍 濃縮液 を
う・えた動物において肝臓の重量が減少 した。この ことは
5倍濃縮液が、わずかなが ら肝毒性 を示す可能性 も示唆
している。今後 さらなる検討が必要である。
図3に トリグリセ リドの測定結果を示す。5倍 濃縮液
を与えた動物 において、 トリグ リセリドが精製水や地 ト
水を与えた動物に比べ、わずかであるが有意に減少す る
ことが認められた。






















精製水 地下水3倍 液5倍 液
図3富 士山地下水を与えて飼育 した動物の トリグリセ
リドの測定結果
(2)衛星 デー タを利 用 した湖沼の定 量 的水質把 握 に関す
る研究
本年 度 は、11月5日 に河 口湖お よび 山中湖 に おい て、
人工 衛星LANDSATの上空通過 に合わせ て 水質 調査 を行
った。 水質調 査は 、河 口湖、山中湖の全域 各々10地点 で、
水温 、透 明度 、浮遊 懸濁物(SS)、クロロフ ィルーaおよび
GPS(令球 測位 シ ステ ム〉 によ る緯 度 、経 度 デー タを収
集 した。 また、湖 水に よる光の透過 率 や吸収係 数 、湖面
で の光の 反射 の割 合な どを杷 握す るため、水 中分 光放射
計 によ り水中光 の スペ ク トル測 定 を行 った。
定 量的 水質 計測 手法の 開発の ため には、湖 上で実測 し
た水質 デー タ と人 工衛星 デー タとの回帰 分析 を行 い、 リ
モ ー トセ ンシ ングデー タか ら水質 を推 定す るモデ ル を構
成 した。
湖 上の 調査地 点kに お け る水 質 をYk、調 査地 点 に対応
す るLANDSATデー タの デ ィジ タル値 をDk(i)(iはバ ン
ド番号)と す る。IYk}(および その対 数llogeYkDと
lDk(iMに対 して、
(1)Y=a・D(i)十b(単 回帰)
(2)Y=a・D(i)/D(j)十b(バ ン ド間 の比 〉
(3)Y=a・(Dω ・D(1))/(D①+D(j))十b
(バン ド間の和 と羊の比)





データの(バ ン ド1/バ ン ド2)の 間に高い相関が示さ
れた。また、クロロフィル・aの値 と(バン ド2/パ ン ド4)





ックスや流域の人間活動 により排出 され る廃水の流入、
湧水の場所などを知る重要な要素であると共に、湖水の
湖流により発生する渦や植物プランク トンの集積する潮
1..1などの検出に も利用 される。LAND細口「衛星のバ ン ド6
データは熱赤外域のデータであるため、このデータから
地表の温度分布 を推定す ることが出来る。本研究 では、














































生 気 象学 研 究室:宇 野 忠 ・柴田政章 ・渡邊かお り





最近の地球温暖化や都市化に伴 うヒー トアイラン ド現
象の影響により、夏季の気温上昇は著 い ㌔ 平成13年度
までの プロジェク ト研究 「都市化に伴 う環境変化が人の
生活 と健康 に及ぼす影響」でのサブテーマ 「熱中症の免
疫機能 に与 える影響」において夏季の気温上昇が直接的













率へ与 える影響 について も考察を行う。研究を進めるに
あたりそれぞれサブテーマを設け3つ のアプローチをと
る。(1)現状の実態 を把握す る。実際の現場での室 内、
室外の気温、湿度変動を観測 し、そこで行動する人々へ
の アンケー トによる健康、意識調査(図1、 カラー[絵
2ペ ージ参照)を 行 う。(2)環境温度を実験的に変化 さ
せた時、人の体内でどのような変化が起 こってい るのか、
温度環境ス トレスの人の健康への影響を考える。(3)動
物 モデルを使用 し、人では行えない実験 手法 を用い実際








(1)生活 ・労働環境の気温変化 と健康の実態把握 に関す
る研究
閉鎖 された労働環境(事 務室等)の 温度及び、湿度を
実際の職場で測定すべ くシミュレーシ ョンを行 った。図
1(カ ラー口絵2ペ ージ参照)に 認め られる様なバ ッテ
リーで駆動す るデータロガーを垂直方向に床 より15cm
(足のくるぶ しのレベル)、1.Om(腰掛けた体位で肩の レ







等)で 働 く人に対するアンケー ト表の作成 を行った。質
問事項は50以上の 多岐にわたり、特に女性に対する質問
内容について女性特有の性周期 と温度環境 との関係で細









































うかを判定 させ た(例:「 くじら」 とい う単語を覚 え、
文意には×と答える)。記憶再生過程では記憶 している単
語をモニ タ横 に設置 した紙上に書いて もらい、記憶再認
過程では、記憶刺激過程に呈示 した15個の単語を含む、
30個の単語 をモニタ上に呈示 し、記憶 した単語と合致 し


















5分 10分 15分 10分 5分
図3実 験の全体的な流れ:被 験者はモ=タ ーに向かって座 り、目の前 に設置 されたボタンボックスを押すことによって、
各課題を遂行 していく。
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呈示 し、○ が呈示 された時にだけ素早 く反応す るとい う
○ ×オ ドボール課題 を用いた。このとき反応時間を調べ
ると共に、脳波から事象関連電位を導出した。事象関連





出現す る陽性の波はP300と言われ、刺激に対 しヒ トが注
意 を向 けていた場合にのみ出現 し、その出現するまでの
時 間(P300潜時)は 脳内での刺激評価時間を反映すると
考え られている(図4)。 今回はP300成分に注 目し、作
業 遂行に よってス トレスを与えること(作 業 ス トレス)
を目的 とした認知反応作業前後での比較 を行った。
o.1



































図40× オ ドボール課題で記録 された事象関連電位典
型例=刺 激呈示後300ミリ秒付近に下向きの大きな
波(P300)が出現している。P300は標的刺激とな




認知反応作業ではモニタ ヒにそれぞれ緑色 ・赤色 ・青
色の3種 類の色を持つ 「緑」「赤」「青」 という漢字を.呈
示 し、漢字の示す色と、その漢字が持つ実際の色が合致






て、標的刺激 となる○刺激に対する反応時間 を作業 ス ト







































私たちヒ トを含む哺乳類は、自身を取 り巻 く外的環境







し、対 して低温環境 ドでは、末梢血管収縮、震 え、代謝
量増加などの対寒反応 によ り体温の 「降を食い止める。
この体温調節反応が正常に働いている状態では、環境温
度が変化 しても体温 はある一定の範囲内に調節 され,健
康な状態 を保つことができる。 しか し、気温差の大きい










本年度は この動物モデルを確立 し、実験 システムの構
築を行った。およそ300g前後の健常な雄ラットを麻酔処
置 し腹腔内への体温計測用テレメ トリーセ ンサーの埋め
込み手術を行った。体温計測用テレメ トリーセンサーと
は,埋 め込 まれたセンサー部で得た温度情報(こ の場合








させ、その時の ラッ ト体温変化をモニターした。幾通 り
かのチャンパー内温度の変化パ ターンを行い、体温調節
反応が現 れるパ ターンを検討 した。図8は 環境温度を




を長時間(1日 ～4口 〉与え温度変化が生体へのス トレ
スとなるような温度変化パ ターンの模索 を行った。いく
つかのパ ターンの温度変化をそれぞれの 日数与えたのち、
ラッ トか ら血液 を採取 し、血液中のコルチコステロン濃
度の測定 を行った。ラッ トをはじめ人を含む多くの哺乳
類では、なんらかのス トレス刺激を受けると抗 ス トレス
反応のために血中に糖質コルチコイドホルモンが放出 さ
れる。糖質コルチコイドは主にコルチコステロンとコル
チゾールに分け られ、前者はラッ ト、マウス、 ウサギな
どで、後者は ヒ ト、イヌ、 トリなどで多く分泌 される。
それぞれ生体がス トレス刺激 を受けた時の指標 として用
いられている。図9は 健常なラットと27℃と4℃ を1時

















図7体 温測定用テ レメ トリーシステムによるチャンバ





















































山 梨 英 和 大 学:須 永範明








人々が受 けるス トレスは現代になって、社会的に も経







提示す る。特に、森林や温泉浴の もたらす快適性 につい
て解析することを主目的とし、本県の自然を生か した保












に測定 した。その結果、森の木の香 りを嗅 いで、緊張感












































































に対す る心拍数の増加が香 りの使用により抑制 されるこ
とがわか っている。そこで、心拍数に最 も影響を与える
と予想 され る呼吸機能に注目した。男女学生および社会
人28名を被験者 として、香 りが呼吸機能に与える影響 を
検討 した。その結果、香りの吸入によ り呼吸頻度が有意
に低 トすることがわかった。今後,呼 吸頻度と心拍の規
則性 との関連が明らかになれば、問題解決型の ス トレス
対処法を持つ人が保健休養のために森を利用す ることの
有益性を示す ことが可能 となる。







天時の温湿廣 条件は、草原が高温 ・低湿 、浅い森が中
温 ・中湿,深 い森が低温 ・高湿であった。地面の勾配は、
草原は最初平坦で後 に緩い下 り、浅い森は緩 い上り、森








.者の緊張感、不安感 は軽減 した。散策路 を設定する際に





























































































































































現 れれば、注射 を受 けた動物の血清 中にIgE抗体が存在
す ることがわかる。発赤や膨疹の大 きさによりIgE量を
間接的に知 ることがで きる。第2の 方法は、受身皮膚 ア
ナフ ィラキシー反応を用いる方法である(図4下)。 スギ
花粉症を発症 していない正常動物の静脈中に予め スギ花
粉抗原 と色素(エ バ ンスブルー)を 注射 してお き、花粉




















































引 き起 こされ ると推測 される。脂肪分解 と糖の放出が同
時に起 こることは、交感神経活動充進時の肝臓で も報告






mL糖値がL昇 す ると膵臓よりインス リンが分泌 され、
血液中のグルコースが筋細胞や肝細胞に取込 まれ、血糖
値は元に戻る。成人型糖尿病(皿 型糖尿病、インスリン
非依存型糖尿病)で は、インス リンが分泌 されても細胞
によるグルコースの取込みが起こりにくくなっている。
そこで、脂肪細胞の酸素消費量 と糖の取込みに対するイ
























女子学生を被験 者として検討 した。8時 間以上覚醒を保
った被験者に40℃、10分間の足浴後、1時 間の睡眠を取
らせ、その間の脳波を、同 一・被験者が同様に8時 間以 上































解析 を行 った結果、仰臥位 を取ることで、毎分2.55回以
下の 胃の不規則な収縮運動が減少し、さらに腰部加温 を
行 うことで、胃内容物 を十二指腸方向に搬送する機能 を
持つ伝播性収縮運動(毎 分2.55～3.05回)が大 きく起 こる
こ とがわかった。腰部加温 によって血圧は上昇 した。拍
動間隔の周波数分析 を行った結果、加温中の心臓交感神
経 と心臓副交感神経の活動には変化がないことがわかっ
た。 このことより、加温 中の血圧の上昇は、心臓の働 き
に よるのではなく、末梢動脈、特に腹腔内の動脈の収縮
に よって起 こることが推測 される。腰部加温によって引
起 された腹腔内動脈の血管収縮が胃運動元進の引 き金に









どの循環系 への負荷については、未だデー タが乏 しい。
また、温水中での運動が、その後の代謝や循環反応へ及
ぼす効果について も体系的には知 られていない。そこで、








山梨県の地下水 ・湧水 ・河川水中の元索循環 に関する
研究
担当者





地球は長い時間スケールの中で、表層の姿 を変 えて き
た。この現象は、地球表層部の岩石圏 と大気圏の境界部
における風化 ・浸食をは じめとする物質循環 システムの
中で行われてきたものである。このシステムに規制 され、
ヒ トを含む生物が育まれて きた。言い換 えれば、その時
その時の地球表層部の岩石 ・地層等の状況が水 を媒体に






に反映 されるかを明 らかにする。 この解明に あたり、岩
石 ・地層、水、生物 に含有される元素分析 を行 う。 この
循環システムの出発点 となる岩石や地層については、単
に化学組成だけで なく地質構造、産状、分布地域の地形
などが考慮 され水圏への循環が理解 される。 さらに生物
圏へと元素循環が追跡 される。このような視点で多数の








あることを明 らかにした。しか も、富 ヒ山周辺域の水試
料に著しく高濃度が認められ ることも確認 した。
その上で、地 下水 ・湧水 ・河川水中のバナジウム濃度
の相違が、分布す る動 ・植物、人間にまで影響 を及ぼす
か否かを検討するために、極端にバナジウム濃度の異な
る河川系に生育する動 ・植物試料 を採取 して分析 したと
ころ、分布す る岩石の化学的な相違が、水 を媒体に して
そこに生育す る生物にまで反映 していることが明 らかに
なった。
さらに、我 々は富士山麓を源流とする相模川水系には






地質を調べ自然界に存在す るリンの量 を推定 し、それ以







ら両河川の 上流か ら下流域にわたって、 多数の地点から
採取 した河川水につ き主要及び微量元素濃度を明 らかに
した。その結果、バナジウム、 リン以外の元素について










高濃度が測定 され た富L川 水系河川水中の ス トロンチウ
ムを、富.L川水系 に分布する地質で単純に説明すること
には無理があり、その大部分が岩石以外(例 えば、人為





























中の ス トロンチウム濃度は同類の地質環境を反映 した結
果であることが示唆 される。河川水中のス トロンチウム
濃度につ き、地質を考慮 して3グループに分類 された各々





























2003年3月に、第3回 世界水 フォーラムが大阪 ・京
都 ・滋賀を会場に して開催された。この フォーラムの中
で、「富士山の地F水 」についても話題提供の機会が与え















総括 した内容が、2003年3月の世界水 フォーラムの地 下
35
水(groundwater)セッシ ョンにおいて 発表 され た。 この
発 表 に対 し、第3回 世 界 水 フ ォー ラ ムの 事務 局 よ り賞
(GroundwaterSessionAward)を受 けた。 この賞 は、「人
間活動 と地下 水の調 和 を 目指 した持 続可 能 な活動」 の観
点 か ら上記委 員会 の調査 ・研究 を讃 える とと もに今後の
一 層 の研鎭 を促 す もの 、 との こ とです 。賞状 に は、ユ ネ
ス コのAnceAureh氏のサ』インも入 ってい る(図4)。





植物生態学研究室 中野隆志 ・大塚俊之 ・安部良子 ・
渡辺美紀









講 沢 【1㎜ 一1舗30オ,
窟士山の嫡彫・亀霞と亀下承








顧 腿 〔烈 劇1㎜蝋 晒 田一26
おいLいきと増下承





一日㎜ 一 脚 闇 睡
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いること、山の歴 史が新 しく氷河期 を経てないこと、標
高が著 しく高いことなどがあげられ る。 したがって、そ























基礎的な知見を蓄積 していくことを目標に研究 を行 って
いる。本年度 は、五合 目樹木限界付近のスコリア荒原上
に最初に定着する最 も主要な木本植物の中からカラマツ、






よる葉の水分特性 に関するパ ラメータの推定 が不.可能で
あることが明 らかになった。また、昨年同様 カラマツの
光合成速度が他の2種 にくらべて低いことが明らかにな
った。 カラマ ツは、他の2種 と比較 して葉の水蒸気拡散
コンダクタンス(気 孔の開き具合に相当す る)が 低いこ
とが、 この種の低い光合成の理由であると考 えられた。
・一方、葉の水分状態を示す葉の水ポテンシャル(葉 の吸




ンスが低 く、葉からの水分ロスが少ないに も関 らず(図
2)水 ポテ ンシャルがより低かったのは、七壌か ら葉ま




ミネヤナギとミヤマハ ンノキを比較す ると、 ミネヤナ
ギの方が葉の水蒸気拡散コンダクタンスが高かった。 し
かしながら、 ミネヤナギと ミヤマハンノキでは葉の水ポ
テンシャルに大 きな差が見 られなかった(図1)。 ミネヤ
ナギの方が ミヤマハ ンノキより葉の水蒸気拡散 コンダク
タンスが高く、葉からの水分ロスが多い(図2)に も関
らず両種の水ポテンシャルの最小値 に差が見 られ ない
(図1)ことは、 ミネヤナギの方が土壌から葉までの水の




収支に関す る特性 に関するパラメータから、 ミヤマハン
ノキが ミネヤナギよりより低い葉の水ポテ ンシャルまで
耐えられる葉 をもつ ことが明らかになった(そ れぞれ、一
2.21MPa、一1.97MPa)。しか しながら、両種の野外での葉
の水ポテンシャルの最低値は、これらの値 よりも十分高
い値であった。 一方、 ミヤマハ ンノキは葉の水蒸気拡散
コンダクタンスがより低 く葉内空隙の二酸化炭素濃度が
低くなったに も関 らず、 ミネヤナギと同程度の光合成速
度 を持っていた。 ミヤマハンノキは根粒菌を持 ち、窒素
固定 を行 うことで良 く知 られた種である。従 って、スコ
リアのような貧栄養な環境で も空気中の窒素 を固定する
ことで、高い葉の窒素濃度を持つことが出来 ると考えら


















一e一 ミヤ マハ ンノ キ
























一e一 ミヤ マハ ンノキ























変動することが明 らかになりつつあ り、今後の研究 に大
きなインパ クトを与えた。
森林生態系全体でのCO・吸収量は、植物による実質的
なCO・吸収量(純 一次生産量 と呼ぶ)と 土壌微生物 によ
る十壌からのCO腓 出量(土 壌呼吸 と呼ぶ)の バ ランス
によって決定 している。このため生態系全体でのCα吸
















で き る。1999年に剣丸 尾アカマ ツ林内 に永久方形 区
(0.89ha)を設置 して、2000年4月より調査を開始 し、
現在2002年4月まで2年分のデータの解析が終 了した。 ま
た林冠か らの枯死 ・脱落量 を推定するために リター トラ
ップ(1m'×20)を方形区内に設置 して毎月回収 した。
また大型の枝は リター トラップでの測定が難 しいので枝
トラップ(100㎡×9)を 方形区内に設置 して、落ちてい
る枝 を一旦 きれいに取 り払 った後落ちて くる枝を毎月回
収 した。













































































士吉田 タワーサ イ トでも明らかになりつつある。この た
め平均的な吸収量 を推定する今までのような単発的な研
















團 チ ョウの種 数





われており、い くつかの分類群(例 えば水生昆虫)に つ
いては、既 にかなり占くより環境変化の指標 として、調
査研究がな されて きている。当研究室では、最近欧州を
はじめ多くの国で環境 生物指標 として着目されて きてい
る蝶類を対象として、自然度の異なる環境.下の蝶類相を
把握することにより、自然の移 り変わりと蝶相の関係を





択 して、両地域で蝶類の トランセク ト調査を実施 した.
両地域で年間を通 じた蝶類の群集データを比較 したとこ
ろ、環境省指定の絶滅危惧(レ ッ ドリス ト〉種は、最 も
原生的エ リアの樹海 内でなく、=次 的エ リアの 半自然草
原で最 も多くの種数が確認 された(8種)(図)。 この結
果は、以前に実施 された、青木ヶ原樹海東部周辺の蝶類




現在我が国で絶滅に瀕 している蝶類(絶 滅危惧種)は 、
必ず しも原生的な環境 とだけ結び付いてはお らず、ここ
富十山の周辺で は、む しろ人的な利用や撹乱が しばしば
ノkじる一:次的エ リアとの結びつ きが極めて強いことが判






次年度以降も同 じ調査エ リアで得られたパ ター ンの普遍
性 ・再現性を確認 してい く予定である。(文責 北原正彦)
〇
二次草原1二 次草原2樹 海林緑 樹海内 広葉樹林
ビオ トープ


























セセリ、アカセセ リ(写真1、 カラー口絵4ペ ージ参照)、
ヒメシロチ ョウ(写 真2、 カラー口絵4ペ ージ参照)、ミ












数で生息 していた.こ れ らの草原は、採草や火入れ等、
人的管理を通 じて維持 されているものが多く、これ らの
絶滅危惧蝶類の保護 ・保全のためには、生息場所(半 自
然草原)の 維持 ・安定が不可欠であり、その ためには人
間によるそれ らの場所への働きかけ(管 理)が 必須のこ
とであると推察 された。次年度は、絶滅危惧種の分布調
査を更に精力的に押 し進めると同時に、これ らの絶滅危


















ル によ る被害がさらに拡大化 ・深刻化するとともに、隣





サルの行動圏面積の大 きさや、農耕地 ない し果樹園の
利用割合などを明らかにするために、サルに近年開発さ




設置 した。誘引餌としては、スモモ ・ブ ドウ ・モモ ・リ
40
ンゴ ・ジャガイモ ・サツマイモ ・カボチャを用いた。箱
わなは役場や近隣の農家の協力を得ながら定期的 に見回
り、動物の捕獲の有無 を確認すると同時に、必要 に応 じ
餌を交換 した。わな設置期間を通 して、イノシシの当歳
仔 ・アナグマ ・ハクビシン ・タヌキ ・ウサギなどが捕獲
されたが、サルは捕獲できなかった。 また、同時 に待ち
伏せや巡回によってサルを目撃 した場合に麻酔銃 を用い
て捕獲 を試みた。田野地区 ・古部地区で待ち伏せを行 う
と同時に、大志戸林道 ・笹子峠周辺の林道を巡回 したが、
調査期間を通 してサルを目撃できず、発信機 を装 着する
ことができなかった。
現地調査の結果によると、サルによる農作物被害は、
スモモ ・モモ ・リンゴ ・クリなどの果樹を中心 に発生 し
た。その他 にカボチ ャやネギなどにも被害が発生 した。
スモモ ・モモ ・リンゴ ・カボチャ ・ネギの被害は7月 に
集中 していた、 クリの被害は9月 に発生 した。捕獲作業
と合わせて行った痕跡調査や農家への聞 き取 り調査か ら
明らかになったサルの大和村への出没パ ターンを図に示









一方で、隣接 しているにもかかわ らず全 く被害の発生 し
ない果樹園 も見 られた。8月 に入ると極端に目撃情報が
少なくな り、また痕跡も見 られなくなった。9、10月に
は田野地区の山際の クリ林にサルの群の出没が白動撮影
カメラ(写 真L2、カラー口絵5ペ ージ参照)や 食痕から
確認 されたが、8月 と同様に集落への出没 は非常に少な
かった。前年はサルの出没が最も多かった場所は 日影地
区で あったが、本年は日影地区での出没が減少 し、田
野 ・古部地 区での出没が 目立った。 この出没パ ターンの
変化の原因は不明であるが、日川を越 えて水野田や古部




雁が腹摺 り山頂付近(標 高1320m)で幼獣連れの群 を目




えられ ることか ら、今後山中の食物供給量 と集落での農
作物被害の発生の関係を明らかにしていく必要がある。
7月の上 ・中 ・下旬に回収 したサルの糞か ら出現する
食物を単子葉の葉、双子葉の葉、種子、昆虫 とい うカテ
ゴ リーに分けた。各カテゴリーがい くつの糞から出現 し
たかという出現頻度をカテゴ リーごとにもとめた。出現


































環境生化学爾究室 長谷川達也 ・小林仁美 ・瀬子義幸
岐 阜 薬 科 大 学 佐藤雅彦
北 里 大 学 小林一男 ・姫野誠一郎
研究目的および成果
我々は富i=山周辺の地下水に比較的高濃度存在するバ
ナジウム(V)の 生体 影響に関 して研究 を行っている。
昨年度、バナジウム(メ タバナジン酸 アンモニウム〉を動
物に投与すると、金属結合タンパク質 として知 られるメ





機構にグル タチオンの関 与することが報告 されている。
グル タチオンはグル タ ミン酸、システイン、グリシンと















よるメタロチオ ネイン誘導合成量に影響 をおよぼす こと
が明らかとなった。そのメカニズムとして二つの仮説 が
考えられた。第1の 仮説は、グル タチオ ンがバナジウム
の肝臓への取 り込み機構に関与 し、取 り込 まれたバナジ
ウム量に依存 してメタロチオネインが誘導合成 された可
能性である。第2の 可能性は、グル タチオ ンもメタロチ
オネインも共に酸化的ス トレスに対す る防御効果を持っ
ているため、グル タチオンの減少 を補 うために、メタロ
チオネインが より増加 した可能性である。 しか し、今回














没か ら午後9時前後まで捕虫用紫外線 ランプを点灯 し、集
まってきた蛾 をクロロホルムあるいは酢酸エチル入 りの
殺虫瓶で採取 した。採取 した蛾 は調査地で ドライアイス






これ までの ところ某ゴ ミ焼却場周辺で2001年9月から
2002年8月まで合計9回 のライ トトラップを行 ったが、
左右非対称の奇形は認められていない。
(文責 瀬子義幸)










て、内分泌撹乱化学物質(い わゆる環境 ホルモ ン〉問題
が社会的にも認識 されるようになった。野生生物の異変

























熱を作 りだ し、一方で摂食量 を増やす という戦略をとる。
本研究は、このような戦略の生理学的メカニズムとその
意義を明らかにすることを目指 している。平成11年度ま
でに、以 ドの ことを明らかに した。①低温 下では、胃腸
の収縮運動の振幅(収 縮力)が 増大す る。② この胃腸の
収縮力の増大は、平滑筋内の収縮機構の遊離 カル シウム
利用率の上昇による。
平成12年度は、寒冷に際 して強 力な熱産生 を行い、体
温の低下を防いでいる褐色脂肪細胞と甲状腺ホルモンと
の関連につきラッ トを用いて実験を行った。寒冷(4-




後1日 口と2日 目に血中濃度が大 きく増加 し、5日 目以
降は濃度が低下す ることがわかった。褐色脂肪組織重量
は、2日 目から7日 同にかけて顕 著に増加 した。胸腺重
眠は、2日 目までは減少 し、その後緩やかに回復してい
った。以 ヒの結果 とこれまでの結果を考え合わせ ると、
寒冷に曝 されて2日 目までのFr3の増加が、それ以後の
褐色脂肪細胞の増殖と熱産生の増加に必須であることが






























大きく、血巾遊離 トリイオ ドサ イロニ ン(Fr3)の濃度






















































図 褐色脂 肪組織重量 への β一遮断薬 の効果
プロプラノロール(90mgノ日)を寒冷第1日目と第2日目に投
与 寒冷第2日 目までに褐色脂肪細胞の活性化(脂 肪分解)
が起こらないと第7日 目以降の組織の増加が少ない。各々10
匹ずつの平均値と標準誤差を示す*:p(0.05
90㎎/日の プロプ ラノロール投 与がFT3灘 を低下 さ
せたの に対 し、30mg/日の プ ロプ ラノロール を寒 冷負荷
第1日 目に投 与 した動物 群(n-10)では 、寒 冷負荷第2
日[1のFT3濃度は 、逆 に対照群(n210>より増加 してい
た。 また 、30mg/日の プ ロプ ラ ノロール を寒 冷負 荷第1
日目と第2日 目に連続 して与 えた動物群(n二10)で も、




を示 している。交感神経の α作用についての検討が望 ま









産 を常 に抑制す るかたちで制御 している神経機構 と、そ
こで発生 した神経情報 がいかなる回路網に沿って熟生産
を行 う組織に伝達 されるかを解析 したことである。 この
発見によって基礎体温には2つ の要素があると考 えられ
た。ひ とつは、基礎体温を作 り出す神経機構で、 もうひ
とつ は、作 り出 された基礎体温を防御 して..一定に維持す
る神経機構である。後者には脳の最高機構である視床 下
部があって、体内外の温度情報を常に監視 してフ ィー ド
バ ック法により基礎体温を一定に保 とうとす るものであ
ると考 えられ る。前者については、これにあたるものが










(イ)無麻酔ラッ トで中脳の抑制機能 を取 り去ると麻酔下
ラ ッ トの様 に体温が上昇するのか、また、無麻酔 ラッ ト
で視床下部 を除去(除 脳〉 した後に中脳の抑制機能を取
り去ると体温が上昇するのか、について解析 した。




る(図 は省略)こ とが判明 した。これらの結果は中脳の
抑制機能 には視床下部より修飾的な影響が及んでいる事
実 を示唆 していると考えられる
図2-Aは(イ)の 結果を示 している。つ まり、正常の
脳 を持 ってい る無麻酔 ラットで中脳の抑制機能 を除去す
49
ると麻酔 ラッ トと同様に体温は上昇する。 しか し、体温
がある程度上昇すると自律性体温調節反応が出現 して皮
膚温度を上げて熱放散 を増加 させ、それ以上に体温が..ヒ
が らないようにす ることが分かった。 しかし、図2-Bに
示すように視床下部を除去 したラットで中脳の抑制機能
を除去 し、体温 を上昇 させ ると自律性体温調節反応が出
現 しないので動物 は異常に高体温(最 高42℃)とな り、
やがて死亡することが分かった。これらの結果は上 に述
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生 気 象学 研 究室 柴田政章 ・渡邊かおり ・宇野 忠
研究目的および成果
この研究は平成9年 一13年度の期間で行われ たプロジ




年に出版 したが、この プロジェク ト研究で分か ったこと
は次のとおりである。成熟 したウサギを暑い人工気象器
に入れて高体温(43℃)にし、速やかに室温で回復 させ
る。高体温1日 後にこれ らのウサギの体温を計測 しつつ
バクテ リアか ら抽 出精製 した内毒素を静脈よ り投 与する
と発熱が起 きる。同時に、高体温の熱 ス トレスを全 くか










で白血球 と結合 し、その感受性 を強 くすると考えられて
いる。そこへ発熱 を起こす目的で合成 された市販の内毒
















































化と地域住民の ライフスタイルの変化 との相互関連 を
個々の地域特性の違 いを考慮に入れなが ら明 らかに し、
自然環境の保全と住民の健康で快適 な生活が両立 したい






に及ぼす影響 を明 らかにすることを目的 とする。生業活
動の中で最 も自然環境と密接な関連 をもつ農業の形態 が








の栽培に限 られている。第二の調査地の中道町 中畑 ・心
経寺地区は、養蚕の衰退後、果樹栽培への転換 により現
在 も農業が生業 として成立 している地域である。本年度




かけて急速 に衰退 し現在ではほとんど行われな くなって
いる。 それに代わる農業 として、果樹栽培を主な生業活
動 とす る世帯が増加 している。また、野菜類の栽培を行
う世帯 も同 じ頃増加 している。養蚕か ら果樹栽培への転
換 が速やかに進 んだ理由としては、自家消費用に果樹が
植え られていたことに加 え、周辺地域か らの技術移転が
容 易で あったこと、中央 自動車道の開通によ り輸送体系
が整 ったことなどがあげられる。その他1950年時点でみ
られた生業活動のうち、木炭生産は1970年に、薪生産は










薪採取、山菜採 り、キノコ採 り、採草、落葉採取(堆 肥
用)が 多くの世帯 で行われていた。 この うち、採草や落
葉採取 は、生業活動の変化に化学肥料や飼料の導入が重
なり1970年頃 に急速に減少 している。薪採取 も徐々に減
少は しているものの、1980年で も依然 として65%の世帯











ルについて も2000年以降出現が確認 され、現在7世 帯か
4fi
ら報告があった。このように、この2～3年 の間にいず




期を境に起 きた土地利用の変化(放 棄地の増加)や 自然
資源利用の減少が、その後のおよそ10年の間に周辺の自

































































































人)は 、漠然と 「自然が豊か」「自然に恵 まれている」 と













保全 しながら、地域住民が総体 として満足で きるような、
従来の観光 スタイルとは異なる新たな取組みを進めてい
くことが必要といえる。(文 責 本郷哲郎)













































要 となる。 このため、本研究では、人工衛星 データと地
上調査デ ータの比較、新 しい指標の開発などを通 して、
山梨県の広域的環境監視や予測に不ロ∫欠な緒技術を開発











モザイクデー タを基準に、幾何補正を行 う}法 を採用 し
た。植生に関する指標に、特にNDVIとVSW指数につい
て、地形効果による影響 を調査 した。LANDSATやSPOT
に搭載 された受動型光学センサは、太陽 を放射源 として
対象物から反射 あるいは放射された電磁波エネルギーを
観測 している。対象物への入射エ ネルギーは、対象物が




に由来 した観測 エネルギーのば らつ きが地形効果と呼ば
れる。この地形効果が植生に関す る指標 に与える影響に
ついて調査 、解析 した。植生指標NDVI、VSW指数を用
いて、富士北麓地域 について植生分布 を把握 し、植生分






















然環境 と調和 した地域(自 然 と人との共生)を 実現 して
いくことが環境行政の究極的な課題 となっている。自然








る、こ うしたことを踏 まえ本研究では、社会的 ・経済的














































GIS(地理情報 システム)は 、近年急速に発達 している。
本研究は、このGISを環境研究の基盤の一つ として、1)
山梨県とその周辺の 自然的 ・人文的な地理情報 を取 り扱
えるように整備 し、2)さ まざまな情報源の地理情報化
によって多くの要素が関連する環境 についての知見を集




平成13年度 までにGISのソフ トウェア ・ハー ドウェア
の整備、富士北麓地域のオルソ画像(地 理情報 と画像情
報を組み合わせ ることによって画像の歪みをなくし、地
図 と完全に重なるように変形 ・補正 した画像)整 備、各
種地図情報の整備、1947年、1975年、そして近年の空中
写真の収集および整理 を行っている。また、整備 された
データや開発 した手法 を、特定研究 「人工衛星データを
用いた緑被率推定手法の開発に関する研究」やプロジェ



















像 を活 用 して、剣丸尾溶岩流上のアカマツ林内の同一地
点の樹高を多年度の空中写真から判読 し、その成長を明
らかにする手法を開発 した。(文 責 池口 仁)
」～㌧静 、 鰭 でダ、癒
、ウ.≡∵ 、..・.弊・一.㌧.駄.'』 」




























































































地(ヤ マ)の 管理放棄が起 こったのではないかと考える。
以上のことか ら、富士北麓地域においても、生業活動





















































































マが利用 しにくくす ることによって集落周辺での出没 を
減 らす ことができる可能性がある。そこで、本研究では、
大和村の集落近 くの クリ園でクマによるクリの被害の実
態 を把握すると同時 に、 トタンを用いた防除対策の有効
性 を検証す ることを目的とした。
大和村田野地区のクリ園に試験地 を設定 した。調査 に
用いたクリ27本のうちの9本 について2002年8月に横枝
を切 って、写真1(カ ラー口絵6ペ ージ参照)の ように
トタンを巻 き付けた。 トタンのサイズは180cm×90㎝1で、
トタンを幹 に巻 き付けた際に、幹の全周よりも長い場 合
には トタンの両端がちょうど合わさるように トタンを切




木 に登 りクリの枝を折 りながらクリの実を採食す るため
写真2(カ ラー口絵6ペ ージ参照)の ようなクマ棚がで
きる。 まず、調査開始時点で前年度のクマ棚の ある木の
本数 を記 録 した。その後約一週間に一度、 クマ棚 ・足








真3(カ ラー口絵6ペ ージ参照)の ように地面でクリを
採食 している様子が写っている。クマ以外には6種 の野
生動物の 出没が確認 された。確認 された動物は、ニホン
ザル.イ ノシシ、タヌキ、テン、ノウサギ,ニ ホンジカ
であった。中でも最も出没頭数が多かった種がニホ ンザ
ルで、9月 上旬に幼獣連れの群が撮影 され た。ニホンザ









3本 はいずれ も トタンを巻いていない木であ り、 トタン
52
を巻いていない木の16.7%が被害 を受 けた ことにな る
(表)。トタンを巻いた木の うち、一本の トタンに高 さ約
50cmから170cmにかけて泥が付着していた。泥の付 いて
いる高 さから考えてクマが後 ろ足で立ち上がって、ク リ
の木に登ろうとした痕跡だと考 えられる。 しか し、その
木で被害は確認 されなかった。以上のようなことか ら ト
タンによる防除の効果が確かめられた。クリの木の直径
が28cm以ドであれば横枝を切 り払えば、 トタンー枚 で対
応可能であ り、 トタンを一枚だけを用いた場合のコス ト
は1500円程度におさまる。また トタンを巻 くのに必要 な
労力については、今回のケースでは一日6人で12本の幹(
9本のク リの うち3本 は幹が二股になっているため)に











調査本数 被害あり 被害なし 被害本数割合(%)
トタ ン あ り














山 梨 大 学
研究期間
平成13-14年度























-6時 間滞在 した場合で比較 した。合計20項日の測定指
標の内、低地(英 和大学)と 高地(研 究所)と で統計的
に差が認められた指標を表1に 示す。生理指標では、U
に光 を照射 した時の 、瞳孔の収縮速度(縮 瞳速度)と 一
旦縮小 した瞳孔が元に戻 る速度(散 瞳速度)に 低地 と高
地での華が認め られた。心理指標としては、被験者が実
験 日の時点で抱いている不安の程度(状 態不安)に フィ
ール ドによる差が見 られた。これらの結果を、さらに重
回帰分析の手法を用いて解析することにより、湿度 と状








盛 んに なる とい う仮説(安 保 、1997)が提 出 されて い る
が、今回の研 究結 果 は、 この 仮説 を一部支持 す るこ とと
なった。






縮 瞳 逮 度(mm/sec)4.53±0.2
散 瞳 速 度(団m/sθc)3.07±O.3



































グを1時 間負荷 し、遺伝子 を構成する塩基に与える酸化
ス トレスの指標としてランニ ングの前後における尿 中の
酸化型核酸代謝物(8・OHdG)の量 を測定 した。その結
果、運動非鍛練者において、運動による尿中8・OHdG量
の増加が見 られた。このことか ら尿 中の酸化型核酸代謝
物 が、運動負荷による酸化 ス トレスの指標となることが










時間負荷 した(写 真、カラー口絵7ペ ージ参照)。同一被
験者が、平地と高地で2週 間以上間隔 をあけて、同じ運
動を行った。心理調査用紙POMS(Pro五1eofMoodState)




わかる。運動によって、緊張 ・不安、抑轡、怒 り ・敵意、
混乱の4目 の得点が有意に低下 していた。今回負荷 した




酸素濃度の低下 が、血液の酸素飽和度 を低下 させたもの
と思 える。高地では、運動中の酸素飽和度は低下するが、
回復は速やかであった。運動前 と運動後の24時間の尿 を
貯留 し、尿 中の酸化ス トレス指標を比較 した。尿中の過
酸化脂質は、低地での運動では増加するのに対 し、高地
での運動では変化 しなかった(図3)。一方、ヘモグロビ
ンの代謝産物 ビリルビンに由来す る尿 中バ イオピリンは、
逆に高地での運動で増加 し、平地での運動 では変化 しな
かった(図4>。運動後の尿 中過酸化脂質が増加 しなかっ
たことか ら、高地での運動では発生 した活性酸素によっ
て血管壁や細胞膜が酸化 されることが少 ないと考 えるこ
とがで きる。同時に、高地ではヘモグロビンをビリル ビ
ンに変 える酵素が活性化 され、そのため活性酸素 と結合
したバ イオピリンが尿中に増加す ると考 えられる。活性
酸素 が脂質膜を傷害することが、動脈硬化やガンの誘因
になると言われていることから、今回の実験結果は、高
地での運動の利点のひ とつ を示 している。















































































緑地計画学研究室:池 口 仁 ・後藤厳寛 ・遠山文子
環境生理学研究室:永 井正則 ・大野洋美 ・齋藤順子
















に与える影響 を実験 によ り把握することを通じて、建築









が、直接 日のあたらない面 は青みを帯びて見える。 これ
は、天空光 と呼ばれる空か らの光が直接の太陽光に比べ

























ざまな建造物等の画像 を用意 し、被験者に対 して実物の
提示を行った場合、液晶プロジェクターによるデジタル





物のテクスチュア(表 面の粗 さ)に ついては提示方法に




色彩評価の ための画像提示実験 を行 うことで十分な成果







し、ボ タンを押 して下 さい」「建物を塗り替えた方が良い
と思 う画像を選択 し、ボタンを押 して下 さい」などの質
問をあらかじめ被験者に与える。
3.本研究所の タキス トスコープ(2面 の画像を被験者




す ることで、画像間の差異を判定 した時間を測定 し、色
彩の相違が及ぼす心理的効果の大きさを表す指標とする。
(判定時間が短ければ効果が大 きく、長ければ効果は小 さ




















地域 の持続的発展には自然との共生が必要で ある とい
う共通理念のもとに、人と身近な自然環境 との新 しい関
係 を確立することが大変重要 となってきている。そこで、
中山間地域を対象 とし、地域住民 と来訪者との交流 を前
提 に、地域の環境資源の もつ多面的な機能を把握 し持続
的 に活用 してい くことによって、自然の生態系の維持 と
同時に地域住民のアメニテ ィを高め、社会的にも文化的
にも豊かな地域社会の形成を目指すことを目的とす る。
研究 は、図1に 示すように次の3つ の柱で進める。
(1)地域住民の環境認識 と資源利用の把握 に関す る研
究:地 域住民が身近な自然環境 をどのように認識 し利 用
して きたかを明 らかにし、自然 と人の関わ り方の変化 に
伴 って自然環境がどのように変化 してきたかを明 らかに
する。
(2)地域環境資源(自 然 ・文化資源)の 価値の多面的評


































































復元するための調査(古 道調査)を 実施 した。集落から
離れた山間地は焼畑 として利用 され、ムギ、 ソバ、アワ、
アズキ、ダイズなどが栽培されていた。こういった畑 は、
集落の人と一緒に作業 を行 う交流の場で もあった。里ill
はまた、養蚕を支える桑畑や、現金獲得手段であった炭
















































文化圏研究所が中心 となって実施 した住民からの聞 き取
り調査のデー タか ら収集した。それ らを、 自然、歴史 ・
人物、産業 ・技術、生活(衣 食住)、文化の分類項 目に従
って整理 した。




その ように整備 した地図上に、収集 した各種環境資源を
デジタル情報 としてプロッ トする作業を開始 した。今後
は、来訪者の町での滞在期間の延長を視野 に入れ、環境
資源の地理的分布や季節性等を考慮 しなが ら、それらを





地域住民 が主体 となって守り、来訪者に対 してアピール
してい く仕組み として、地域全体を一つの野外博物館 と
見立て るもので、地域の発展に寄与す る試みとして近年
注目 されている。日本各地で展開 されているエコ ミュー
ジアムの事例に関 し、書籍、文献、報告書等の出版資料
および ホームページから情報を収集 した。それ ら事例の
整理 より、① いかに地域独自の環境資源を発掘 し、それ
らを地域特性 と関連付けながら有機的に結び付けてい く
か、 また、②地域の人たちが主体性 を持 って関わってい
くこ とのできる仕組み をいかにつ くっていくかが、成否
を左右する重要な課題であることが明らかとなった。
一つ 目の課題 に関 しては、現在進めている地域住民に
対する聞 き取 り調査や古道調査の成果か ら、地域環境資
源と地域住民の生業活動や資源利用 との関連を明らかに
するとともに、日常の生活あるいは資源利用に関わる技
術に関連 した人的資源 を重視す ることが重要であると考
えられた。一方、二つ 目の課題に関 しては、エコ ミュー
ジアムの試みが自分たちのアメニティにどのようにつな
がるか を実感できるように、地域住民意識の成熟 を促す




もの を明 らかに してい くことが、地域住民 のアイデンテ
ィテ ィを形成する上でも必要となる。今後、早川町にお













































































く一・致 し、両性の食物質の違いか らもよく説明で きた。






















て.海 底 ・湖底堆積物 を用いて時代 を追った黄砂量の変
動 を明 らかにし、古気候を復元 しようとする試みがな さ
れている。 しか し、通常、黄砂粒 子の識別 ・定量には、
バルク(試 料全体の平均)組 成のみが適用 され、黄砂以
外のバ ックグラウンド情報 との識別には厳密 さを欠く場
合が多い。このように、堆積物中の黄砂を定量す る方法
は確立されてお らず 、この問題を解決 しなくては堆積物
による気候変動の議論は難 しい。さらに、従来のボー リ
ングコアを用いた研究の 多くは、干一万年、短 くて も百



















石英粒 ∫を指標 とすれば、日本の岩石 ・土壌由来の粒子





度 まで(約'万 年前まで)検 討 し、また上部2〔}cm(過去
約100年)については1c皿間隔(約4-6年)毎 の高時間
分解能での変動曲線を求めた。 このように して得 られた














導 人された 「試験研究課題 及び機関運営全般に関す る外
部評価」の うち、課題評価の事前評価(調 査研究課題の
選定時に、研究の背景 ・ニーズ、研究 目的 ・目標の明確
性 ・妥当性、研究 目的 ・目標達成の可能性等を踏 まえ、
調査研究に着手することの適切性 ・妥当性について行う






































































































































輿水達司:口 本地下水学会 「富士山の地 ド水」委員会委
員,日 本地質学会中部支部幹事
宮崎忠国:日 本 リモー トセンシング学会役員選考委員会
委員,計 測白動制御学会リモー トセンシング部会主査
永井 正則=Li本 生理 学会評議 員,日 本 自律神経 学 会評 議













動 物 生態学 研究 室,巾 国,科 学技 術振興 事業 団,科 学
技 術特別研 究員
」r成12年1月～平成14年11月
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小 林 浩,輿 水 達 司(2002)富 士 山 麓 及 び 甲 府 盆 地 に お け




輿水 達 司(2002)富士山の 生い たち を探 る.













輿 水 達 司,京 谷智 裕,大 越 秀 明,内 山 高,岩 附 正 明
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Phyto-planktonllE,huxleyi「「.第2回 北 西 大 平 洋 地 域 に お
け る 海 洋 環 境 の リ モ ー トセ ン シ ン グ に 関 す る 国 際 ワ ー ク
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反射.第20回日本生理心理学会大会,東 京.
出中さやの,坂 田剛,山 村靖夫,中 野隆志(2003)アカ
マツの新葉展開前後に見 られるル ビスコの量的 ・質的変
化～葉の物質生産と窒素経済に果たす役割～.第50回日
本生態学会大会,つ くば.









内II.1高,輿水達 司,渡 辺 正巳(2002)富士 五湖本栖 湖 ・











調査員,山 梨県環境資源調査検討委員,山 梨県生物 多
様性調査会委員,環 境省 「希少種モニ タ リング調査」
調査員
輿水達司:甲 府盆地地下構造調査研究委員会委員,富 士





















































第8回 環 日本海環境セミナー環境 シンポジウム 金属 に
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3-1環 境 教育 の実 施 ・支 援
県内外の市民 ・人ひとりの環境 に配慮 したライフスタ
イルの確立や、地域 における環境保全活動 を支援するた
め、 ∫ゼ もか ら大人まで誰もが気軽に参加できる環境教
室や観察会などの各種事業を実施 した。
園 ・自然観察路のガイ ドツアーを実施 した(概 要は下に
示す)。今後さらに基本的な内容を検討 し、利用者の増加
と学習効果の向上をねらいたい。
開催 日15月 ～10月七曜 ・日曜 ・休 日
7月20日一8月31目 は月曜 を除 く毎 日実 施
3-1-1環 境 学習室 3-1-3 学習プログラム 「環境教室」
(受講者数142団体 10,835名)
「環境学習室」を自由に訪れ、個別に学習 していった
個人 ・家族 ・白由学習団体等の状況を表1に 示す。
表1環 境学習室利用者数




4月 631 a a 6311
5日 ass 5 148 949
6月 565 9 137 702
7月 733 9 220
一
953
8月1ρ95 8 310 2,305
9月709 7 130 839
10月 630 4 308 938
11月 439 5 114 553
12月 208 0 0 208
1月127 1 31 158
2月 215 1 7 zzz
3月 431 3 38 469
合計 7,479 47 1,443 8,922
来所する団体を対象として、生態観察園等を利用して
























団体種 別 団 体 人 数
小学校 76 50501
中学校 32 3,764
高等学 校 6 420
大学生 ・成人 21 872
r供クラブ等 7 278






月 県 内 県 外 計
団体数 人数 団体数 人数
4月 6 555 2 311 866
5月 17 1,522 9 1,093 2,615
6月 15 1,09fi 8 939 2,030
7月 7 202 8 481 683
8月 5 246 3 138 384
9月 i 110 7 423 533
10月 35 2,321 5 434 2,755
11月 7 418 3 274 692
12月 z 63 a 0 63
1月 0 0 1 177 177
2月 i 37 0 0 37
3月 0 0 0 0 0
合計 96 6,570 46 4,26510,835
(考察)
平成14年度は142団体、10,835名が利用 した。









近隣に宿泊施設 を有す る学校 が受講するケースが多い。
今後 さらに周知 され、特に県外の受講団体数は増加す
ることが予想 される。当館は環境省による 「総合環境学





今後 、学習内容や応対の質 を維持 しなが ら受 け入れて
いく努力は欠かせない。また、多様なニーズに答えるた
めに、成人向けのプログラムも充実 していく必要がある。








身の まわ りのもの を題材 として、地球環境問題 との関









イ.「身近な自然再発見 自然万華鏡 を作 ろう」
平成14年8月25日(受講者数36名)
花や葉、石など様 々な色の自然物 を収集 しなが ら、
身近な自然に着 目し、それ らの素材を入れ た万華鏡を




















身近な自然の 中にある雑草 を煮沸、漂白 して紙す き
を行い、乾燥 させて自然の風合い豊かな紙 を製作。そ














皿 内山 高(地 球科学研究室)
内容:1「 降雨が地下水になるまで」
H「富士山の地下水の動 きを探る」




イ,テ ーマ:「 ク リー ンア ップ!!富士山」
平成14年11月17日(受講者数22名)
講師:1中 川雄r(動 物写真 家,県環境 ア ドバ イザ ー)
且 舟津寛 昭(NPO富 士山 クラブ)
内容=1「 私 が見 た富 士山麓の光 と影」
H「 環 境美 化へ の挑戦 一パ イオ トイ レとゴ ミマ
ツプ」
パ ネルデ ィスカ ッシ ョン
「ク リー ンア ップの 観点 か ら富i二山の環 境 保全 を考
える」
パ ネラー:中 川 雄三
舟津寛昭
本郷 哲郎(人 類生態 学研究室)
司 会:渡 辺久幸(総 務課環境教育 スタ ッフ)
3-1-5環 境観 察
●身近な環境調査(参 加校数111校)
















































帰路 に忍野村の富士湧水の里水族館 を見学 した。
(講師…太田昌博,杉 岡哲也)
















































の貸 し出し」など、必要な支援 を行 った。
支援内容 利用件数 人 数
学習指導者派遣 io 947
施設提供 20 1,571
学習備品等貸 し出し 30 5,065











学習備品等の貸 し出 しは、従来か らの 「総合環境学習
ゾーンモデル事業」による環境省か ら提供 された備品の
貸 し出しに加 えて、企画展示で作成 した写真やパ ネルの
貸 し出し依頼が増えた。 このことにより、公共機関やイ
























































一 般 書 8,022冊
児 童 書 1,831冊
参 考 図 書 1,071冊
和 書 富士山関係 125冊




ビ デ オ 507点








小 計 394タイ トル
洋 雑 誌 128タイ トル
合 計 522タイ トル
そ の 他 地 図 等 103点
4-2利 用状 況
環境情報センター利用者数 15,529人
図書個人貸出 人 数 748人
冊 数 2,223冊




図書団体貸出 件 数 3件
冊 数 86冊
ビデオ利用 人 数 1,563人
本 数 668本














4-3ネ ッ トワ ー ク
研究 所の ネ ッ トワー クは次 頁 の図 に示す とお り、本館
LANとイ ンター ネ ッ ト ・セグメ ン ト(1.S.)とに大 き く分
かれ 、 その間 は フ ァイ アー ウ ォール(FW)に よって選
択 的 に分離 ・接 続 されて いる。本館LANは 、環 境情報 デ
ー タベ ー ス ・サ ーバ 、学術情 報検索 用端 末 、情 報閲覧 用
端末 、総 務部門 の端 末 などか ら構成 され る。
1.S.には 、 本 館 に 電 子 メ ール サ ーバ 、DNSサ ーバ 、
㎜Pサ ーバ な どが 置 かれ、2つ の棟 の 間に敷 設 された
光 ケー ブル を介 して、研 究 棟の 端末 が接 続 され て い る。
研究所 の1.S.を、専用 回線(192kbps)で県庁1.S.に結 び 、
県庁1.S.から専用回線経 由で民 間の イン ター ネ ッ トサー ビ
スプ ロバ イダー(TTCN)と 接 続 して お り、電子 メール
の送 受 信 、WWW(WorldWideWeb)閲 覧 をは じめ 、
種 々の インターネ ッ トサ ービスが利用可能 で ある。
79
本 館1.S.









響晩 公 衆 回 線
亀(ISDN〔溢Kbps>
～ 本鋤 ・
ルー タ ルー タ
m加1,DNS,Hrrpサ ーバ
0
0 HUB 即 スィッチング
HUB
情報閲覧用WtndowsPC
環 境 情 報
デー タベ ー ス サ ーバ
WindQwsNTサー バ
NetWareサー バ
学 術情 報 検 索 ・














































4-4イ ン ターネ ッ トによ る情報 提供
研究所 の ネ ッ トワー クを利 用 し、研 究所 内 に設置 した
HTrpサーバ ーによ りWWW情 報提 供 サー ビスを行 ってい
る。 ホ ー ム ペ ー ジのURLはhttp:〃www.yies.pref.
yamanashijp/であ る。
ホー ムペ ー ジは施設 概要 、事業 内容 の紹 介等 か ら構成
され てい る。 平成14年度は 、環境教 育のペ ージ、ニ ュー
ズ レター、山梨 日日新 聞に掲載 され た研究所 に関す る記


























































第5号 プロジェク ト研究 「都市化に伴 う環境変化
が人の生活 と健康に及ぼす影響に関する研
究」(平成14年10月発行)





























65農 林水産技術 研究ジャーナル 第25巻第4号 一
行政資料
183 公共用水域及び地下水の水質測定結果 zooo























谷畑勇夫博上に 「元素の起源」 と題 して ノーベル賞級の
研究を紹 介していただいた。公開講座の 「生体微量元素





























































の 関連か ら湖水の水質を面的に知 ることができる。










は都市環境指標 として用い られている。研究所 にお
いて開発 された リモー トセンシングデータを用いた




































った。さらに、一般公開 を行 うことで本セ ミナーは、富
士山での研究 について県民への情報の意味 も加わった,
実際、い くつかの発表 については一般の方か ら研究内容
についての問い合わせがあり、県民への情報の提供 と言
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6-4施 設 6-5主 要研究備品
敷地面積30ha




研 究 棟 鉄筋コンクリー ト造 り
地下1階 地上2階
3,429.005m
連絡通路 鉄筋コンク リー ト造り
地下1階
95.813m
附 属 棟 コンク リー トブ ロ ック造 り
地上1階
171.277m
管 理 棟 コ ンク リー トブロ ック造 り
地上一階
98.280m
温 室 鉄骨造り 地上一階 101.286m
通 路 鉄骨造り 17.6m巳
合 計 6,413.892m"
























動物飼育観察室 ク リ ー ン ラ ッ ク
冷 凍 庫 室 超低温槽(一150℃)
ク リー ンル ー ム クリーンルーム及び内部機器




地 球 科 学 ドラフ トチャ ンバ ー






植物 生 態 学 温室効果ガス動態測定システム





ラジオテ レメ トリー システム
動物 生 態 学 野外測定システム




ドラフ トチ ャンバ ー
環境 生 化学 マ イ ク ロ プ レ ー ト リ ー ダ ー
実 験 室 高速液体クロマ トグラフ
高速液体クロマ トグラフ質量分析計
ICP-MS試 料導入装置
環 境 生 理 学
蛍光顕微鏡システム
血圧 ・心拍連続記録システム
実 験 室 急性実験用血圧心拍解析システム
生体電気現象記録装置
生 気 象 学 テ レメ トリー システム
実 験 室 自律神経 シグナル測定システム
脳血流測定システム
マ イクロウェーブ分解 装置





ドラフ トチ ャンバ ー
画像解析装置
地理情報装置
環 境 計 画 学 スペ ク トル ラジオ メー ター
実 験 室 3次元画像解析装置
サーモ ビュァー
マ イクロ波 デ ータ解析 システ ム
緑 地 計 画 学
実 験 室








編 集 ・発 行
山 梨 県 環 境 科 学 研 究 所
〒403・0005山梨県富士吉 田市上吉 田字 剣丸尾5597・1
電話:0555.72-6211
FAX:0555-72-6204
http://www.yies.pref.yamanashi.jp/
印刷 株式会社ヨネヤ
100%再生紙を使用 しております
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